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（１）施策の目標指標、KPI

（２）重点施策に関する検証

（３）当該重点施策に関連する事業について（合計事業費）

21700 職業相談室運営支援事業 3640 道の駅季楽里あさひ管理費 3100① 企画事務費（成田空港） 23200

170,369 170,369 

27820①
観光資源創出プロモー
ション事業（観光大使を除

企業誘致等支援事業27600①農業経営基盤強化促進事業

推進委員会からの意見(要旨）
①KPI5の紹介成功率は、求職者に多くの求人情報を紹介すると、就職に至っても成功率は減少してしまう。目標を変えてもよいかと思う。
②道の駅において現金以外で支払いに使えるものは、チャージ式の電子マネー「きらか」のみとなっています。他の電子マネー等に対応していただき、キャッシュレス化を進めてほしい。
③道の駅で商品開発をすることも良いことだが、市内の商品開発の掘り起こしを行うとか、事業者や学生等のアイデアを集めて商品開発を進めていただきたい。
④事業承継の支援体制を構築していかないと廃業する会社も多くなる。企業数が減ってしまうことがないように対応しないといけない。
⑤少子高齢化が進むなか、高齢者の働き手を活用していくことも大事ではないか。雇用者をどう確保するかがポイントではないか。
⑥新しい商品の立ち上げにはクラウドファンディング方式という手段もある。道の駅の商品でもネット社会でどうやって広めていくかが大事なので、検討いただければと思う。
⑦医療・福祉の働き手が少なく、事業者は求人に努力している。旭市は医療・福祉が充実しているまちであるため、支援の検討をしていただきたい。
⑧旭市は認知度が低いため、PRできるものを検討していただきたい。
⑨今の旭市地域職業相談室は暗く入りづらい雰囲気。移転後はぜひ明るい感じの相談室にしていただきたい。
⑩保健推進員の活動で、旭市で採れたものを使ってヘルシーレシピを作成し、広報あさひに掲載している。道の駅での商品開発に関連して、採用を検討いただければと思う。
⑪外国人技能実習生の休日が取りにくく、交流等の活動ができない。雇用主に補助金等を整備すれば外国人の雇用増、転入増につながる。また、農業経営規模の拡大には日本人の雇用も必要。市外から
の雇用就農者に家賃補助をする案があるが、実現すれば定住人口の増につながると思う。
⑫道の駅は子どもが遊ぶところが無く、食事をしても1日は過ごせない。そうなると袋公園や銚子イオンに行くとかになる。市内で1日過ごせるような施設を造り、子どもが遊べる施設があれば、関連して食事や
買い物などの経済効果が生まれると思う。
⑬農業従事者数の減少は、旭市も例外ではなく人手不足も産出額減の要因の一つ。外国人技能実習生、シルバー人材センター、公務員のアルバイト等上手にマッチングできれば、生産向上も大いに期待
できる。
⑭道の駅の売り上げは県内ではトップクラスだと思います。数字より情報発信に目を向けて全国に旭市の良さ、すばらしさ、おいしさ、やさしさをPRしてもらえれば旭市をより誇りに思える。

推進委員会からの意見に対する担当課の考え（要旨）
①紹介成功率は指標の継続性を考え採用しました。今後ご指摘を元に検討していきます。
②「きらか」導入時に他の決済方法の導入も検討しました。他の電子マネー等は手数料が高いため、まず「きらか」を導入したところです。現在は試行段階であり、今後も他の決済方法の検討を進めてまいりま
す。
③これまでも旭農業高校の生徒とコラボしてレストランメニューの開発などを行ってきました。今後も高校生など地域のアイデア取り入れた特産品を使ったスイーツなどの商品開発を検討していきます。
④事業承継は家庭や社内に立ち入った支援が必要であり、県の事業承継支援につなげられるよう体制を検討していきます。
⑤高齢者の活用は重要ですが、企業から求人は少ない状況です。しかし、少子化により今後も働き手不足が懸念されるため、国で進めている生涯現役支援窓口等の支援体制について、企業への周知を検
討していきます。
⑥市内でも野菜や海産物の生産者がインターネット等で自ら販売を行っています。道の駅では、6次産業化商品を開発し、ふるさと納税返礼品としてPRするなど検討を進めてまいります。
⑦介護人材確保事業として、市内高校への呼びかけ、大学生を対象とした介護職員との意見交換・交流事業への支援を行うとともに、介護職員初任者研修助成を開始しています。また、市でも各事業所の
雇用情報の周知について検討していきます。医療分野では、旭市看護学生入学支度金貸付事業により、看護師として働きたい人を引き続き応援していきます。
⑧全国トップクラスの食や医療など、本市の魅力を効果的にアピールし、多くの観光客の訪問、交流人口や移住者の増加を目指して、市の知名度アップに向けた全庁的に取り組みを進めてまいります。
⑨移転先の外壁はモダンな色合いで、外観の視認性や印象は良くなると考えています。内部はLED照明により明るい雰囲気になるよう対応したいと思います。
⑩特産品（素材）を活用したレシピなどを道の駅内に掲示、配布して家庭での普及促進を図ることも可能であるかと思うので、市内の皆さんも道の駅を積極的に活用していただければと思います。
⑪雇用主に対する補助金等については国の制度が整備されており、就農希望者を新たに雇用する農業法人等に対しては雇用就農促進事業が活用できます。また、転入する雇用就農者を対象とした家賃
助成の事業を進めています。
⑫道の駅でも多少の遊具はありますが、1日を通じて楽しんでいただくことは難しいかと思います。今後は生涯活躍のまち「みらいあさひ」も誕生し、更に魅力的なエリアに作り上げていきます。また、道の駅を
起点とした市内巡りなど観光情報も発信していきたいと思います。
⑬農業現場の人手不足の解消を目指し、JAちばみどりと協力してスマホアプリを活用した生産者と求職者のマッチング事業の整備を進めています。また、公務員の副業は制度的にハードルは高いものの、
職員のスキルアップと地域貢献を好循環させ、相乗効果を発揮できる考えています。今後は先進地の事例の調査研究を進めていければと思います。
⑭道の駅の設置目的は、産品の域内流通、観光振興であるので、旭市の良さを市内外に発信することは非常に重要な役割であります。現在も市内の特産品を活用した甘酒などを商品化しておりますが、今
後さらに開発を進めてまいります。また、様々なイベントを開催した際には観光案内、移住相談等を合わせて実施していきたいと考えております。
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園芸生産強化支援事業
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合計

重点施策 101 地産振興プロジェクト 主管課 担当班

重点施策マネジメントシート 令和 2 年度事後・決算

基本目標 1
魅力ある雇用を創出し、安心して働ける
まちづくり

関係課
企画政策課 商工観光課 農水産課
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（６年度）
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観光イベント事業

％
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490億円
(元年度)

8億円 7億5,300万円 8億1,284万円

34.5％

道の駅「季楽里あさひ」年間売上額
（定住(18)道の駅季楽里あさひ管理）

旭市地域職業相談室における紹
介成功率(就職者数/紹介数)
(重1、施4)

30.8%

7億5,200万円

(30年度)

34.1％

(30年度)

523億円
(30年度)

116,818 

① 施策の進捗状況

単位
1年度
（決算）

2年度 3年度

事業費
合計

千円

28100

（決算） （決算）

35,552 

農業産出額（重1、施1） 590億円

順調

23500新規就農総合支援事業

数値
目標

ＫＰＩ

② （１）数値目標・ＫＰＩの
実績値と（２）－①の状況
の理由等

【達成状況：Ｓ】法人の開設数は目標を上回っており順調である。なお、内訳は新法人等設立36件、既存法人の事業所設
立等30件で、業種間で特に差異はみられない。

KPI３【達成状況：Ｄ】主な出荷品で見ると、野菜は上半期が好天に恵まれ豊作となり価格が下落し、下半期は台風15号により路地・施設
園芸に大きな被害を受け収穫量が減少し、約30億円の減少となった。豚肉は需要の増加もあり約20億円増加し好調であった。
KPI４【達成状況：Ｓ】緊急事態宣言等による外食の自粛から、家庭内での内食需要の高まりにより、地元客の増加に加え、客単価も増加
した結果、レストランの売り上げは低調であったものの、全体の売り上げは昨年度を上回った。
KPI５【達成状況：Ｃ】新型コロナウイルス感染症の影響により、雇用状況は悪化しており、旭市地域職業相談室においても紹介成功率の
低下がみられる。(ハローワーク銚子管内の有効求人倍率　H28 0.91,H29 1.01,H30 1.19、R１ 1.13、R2 0.82)

完了
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容

⑤ 4年度施策の方針に関する事務事業名

27.3 概ね順調 18.2％

③現状と課題、方向性、数値目
標・ＫＰＩ達成に向けた課題・問
題点

　農業産出額について、農産物は需給バランスにより価格が決定されるため、全国的に生産量の増加により価格が低下し目標値を下
回っている。自然災害による農業施設への被害や天候不順による収入減少を軽減する必要がある。
　道の駅では、コロナ禍による時間短縮営業や集客イベントの中止等により来場者は微減(R1 1,114,905人 R2 1,112,890人 ▲2,015人）と
なった。売り上げは、目標達成しているものの、出荷者の高齢化等も進んでいる。また、旭市の生産物のPRが行えていない。
　旭市地域職業相談室では、利用者増加だけでなく、求人数増加を図り雇用環境を向上させる必要がある。また旭市の観光面では、海
水浴場の開設や、大規模なイベントが集中する夏季の日帰り型観光に偏っている。これを通年型にしていく具体的な取り組みが必要。加
えて、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染拡大に伴い、大規模イベントが従来どおり開催できるか不透明である。

④ 4年度施策の方針

　農業施策では、補助事業や利子補給制度による支援を引き続き実施し、生産性の向上や規模拡大を図り農業産出額の増加につなげ、施設補強等の事業
により災害に強い農業を推進する。また、共済や収入保険制度を周知し災害などに備えた取り組み拡大につなげる。その他、生産性の効率化や担い手不足
への対応を図るためスマート農業を推進し生産者を支援する。
　道の駅では、旭の生産物をPRするためにも地場産品を活用した特産品の開発、レストランメニューの充実を行っていく必要がある。また、旭農業高校との連
携による商品開発や、人気のある道の駅を分析するなどし、集客力を高めていく。
　観光では、旭市の魅力的な食や観光スポットを様々なメディアを使って積極的に発信し、市内外多くの方々に関心をもってもらえるよう働きかける。加えて、
官民で組織する成田空港活用協議会と連携し、情報発信を行えるよう取り組みをしていく。また、アフターコロナの観光イベントの在り方を検討し、「安心・安
全」なイベントを開催できるようにする。
　企業への支援では、「旭市企業誘致及び雇用の促進に関する条例」において、投資設備の固定資産税減免や、旭市民の雇用に補助金を交付する奨励措
置を設けており、この制度の周知などにより新規企業誘致や雇用の促進を図っていく。
　ハローワーク銚子の取り扱いの求人数増加のため、企業へ求人案内利用を呼びかける。また、旭市地域職業相談室は地域雇用施策に欠くことのできない施
設であるが、現在立地している青年の家の老朽化により、令和4年度に移転する予定である。利用者の利便性を損なわないよう移転先の整備・周知を図ってい
く。

KPI達成状況の評価（数値目標）

S 目標値を達成（見込み）

A 基準値より上昇（10%以上）

B 基準値より上昇（10%未満）

C 基準値と同水準（基準値と同値～△10％未満）

D 基準値より下落（△10％以下）

― 評価不能（KPIの実績値が無い状態）



（４）重点施策関連事業
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○

27600①

4

成果
指標 工場等の新設又は拡充を行った企業 件 9

5

（決算） （決算）

3年度 4年度

17

18

事業費
千円

事業費
千円

一般財源

成果
指標

15

16

一般財源

成果
指標

事業費
千円

13

14

一般財源

成果
指標

一般財源

事業費

12

○

成果
指標

一般財源 0 0

成果
指標

観光入込数 千名 2,111 1,649

一般財源

27820①
観光資源創出プロモーション
事業（観光大使を除く）

事業費
千円

○

3100①
企画事務費（成田空
港）

事業費

事業費
千円

5,336

成果
指標

567 0

27.3 28.2

回

○

23500
農業経営基盤強化促
進事業

事業費
千円

事業費
千円

9

10

一般財源

成果
指標

成田空港活用協議会開催事業等への参加人数（参加事業のみ） 人

一般財源

11

○

21600
労働諸費（雇用対策協議
会）

事業費
千円

成果
指標

  企業参加率（事業平均参加企業数/会員企業数） ％
 企業の雇用確保に係る機会数（合同企業説明会等雇用確保のための事業回数）

○

26700②
商工業振興事務費（創
業者等への支援）

事業費
千円

400

千円

7

8

一般財源 511

成果
指標

 認定農業者のうち、農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想に定める所得目標達成割合(　1経営体当り年間農業所得　600万円　) ％ 65.1

特定創業支援事業による支援を受けたことの証明書発行数 件 6

6
一般財源 400

成果
指標

一般財源 221

○

3640 道の駅季楽里あさひ管理費
事業費

千円

○

一般財源

一般財源 9,703

一般財源 425

成果
指標

道の駅来場者数 人 1,114,905

28100 観光イベント事業
事業費

千円
24,053

○

425

千円

成果
指標

1

3

31,906 15,037
一般財源 31,906 15,037

雇用奨励交付金交付対象人数 人 0 15
2

一般財源 7,206 15,943

件

成果
指標

0

23,783

2,417

（決算） （決算）

○

23200
園芸生産強化支援事
業

成果
指標

補助金交付件数 22

主な
事業 事務事業 単位

1年度
備考欄

6年度

（決算）

5年度

（決算）

○

22500
新規就農総合支援事
業

事業費
千円

6,971 5,496

成果
指標

 50歳未満新規就農者数（羽ばたくルーキー農業者激励会対象者数）※令和元年度から35歳未満→50歳未満に変更 人 11 17
 新規就農者数（45歳未満で雇用就農者数含む） 人 20 21

1,012

1,012

523

30.8

13

1,112,890

3,570

6

2,417

職業相談室利用者の就職者数 人 624
 職業相談室利用者の就職率（就職件数／紹介件数） ％ 33.2

年度別ｲﾍﾞﾝﾄ入込数 人 291,180

 施設整備面積(事業による規模拡大状況を確認) ㎡ 17,197

21700
職業相談室運営支援
事業

事業費
千円

1,108

事業費

1,108

千円

0

0

753,308

7,570

0

創業セミナー受講者数 17 11

2

200

50

511

28

200

0

171

64.3

812,846

千円
一般財源

成果
指標

事業費

567

171

人

道の駅「季楽里あさひ」年間売上額

就農相談会での相談者数

千円

企業誘致等支援事業

成果
指標

事業費
千円

43,257 137,130

一般財源

人

1

50 0

34,000

161

3

611


